
主催：北海道（建設部 建設政策局 建設政策課） 
運営：「北の住まいるタウンに係る普及啓発業務」受託事業者　株式会社石塚計画デザイン事務所

石井 旭 氏

○積雪寒冷下の災害に対応した建物づくり
○災害復興から学ぶ防災まちづくり

岡田 直人 氏

○災害時の要配慮者対策の基本
○災害を乗り越える地域コミュニティの
つくり方

＜ 講 義 内 容 ＞ ＜ 講 義 内 容 ＞

講 師 1 講 師 2

　北海道では、人口減少・少子高齢化や広域分散型の都市構造などの課題に対し、北海道の優位性を活か
し、地域特性に応じて、誰もが心豊かに住み続けることができ、安全・安心で暮らしやすく、資源・エネ
ルギー循環が進んだ効率的なまち「北の住まいるタウン」の実現に向け取り組んでいます。
　この交流会では、最前線でまちづくりに取り組む学識経験者を講師に、課題解決につながる実践的
なノウハウを学ぶとともに、講師を交えた「交流・相談タイム」での意見交換や相談、交流を通じて、
テーマへの理解を深めます。

道内市町村職員向け

第一線で活躍する講師陣から

みんなで交流しよう
まちづくりの最新情報とノウハウを学び、

北星学園大学社会福祉学部
社会福祉学科　教授

(地独 ) 北海道立総合研究機構建築研究本部
北方建築総合研究所　主査

２月9日（金）14:00～16:002024年日時： ２月9日（金）14:00～16:00２月9日（金）14:00～16:00２月9日（金）14:00～16:002024年日時：日時：日時：

場所：オンライン（Zoom)で開催
定員：20人（先着順）

参加費：無料
※受付期間は1月19日（金）まで

まちづくり交流会

テーマ▶ 災害に強い北海道を創る防災・減災まちづくり

お申込方法 ： 裏面の申込事項を申込フォームまたはメールに記載のうえお申込みください

北海道特有の積雪寒
冷下の災害に備え、
避難施設や防災施設
等の建物づくりの考
え方を学びます。
また、災害にあった
ときの復興を事前に

考え備える「事前復興」の視点から、今取り組むべ
きことを考えてみましょう。
（写真：胆振東部地震で全壊した建物（むかわ町、北総研撮影））

高齢化の進む地域
で、災害時の要配慮
者への対応の基本や
福祉避難所の運営に
必要な備えを学びま
す。
また、災害が起きて

も互いに支え合えるコミュニティづくりに大切なこ
とや行政の役割について考えてみましょう。
（写真：小学校での避難所運営訓練イメージ）



講 師 2講 師 1

石井 旭 氏
( 地独 ) 北海道立総合研究機構建築研究本部北方建築総合研究所　主査

岡田 直人 氏
北星学園大学社会福祉学部社会福祉学科　教授

申込時にテーマに関する疑問や講師に聞きたいことなどを記載して

ください！寄せられた意見をもとに、課題解決への取組や具体
的に取組を始める上での疑問点など、各講師にご相談くださ
い。交流・相談タイムは、下図のように２つのグループに別れて、

※開始時間の 15分前より接続可能です

■右のフォーム または Eメールに、以下の内容を記載のうえお申込みください。

　　① メールアドレス　② 氏名　③ 所属・役職など　④ お住まいの市町村
　　⑤ 講師に聞きたいこと、参加者と情報交換したいこと、参加動機 など

   　　
■申込受付後にメールアドレスへZoomの接続URLをお送りしますので、当日までに事前登録をお願いします。
■当日は開始時間の15分前からZoomに接続可能です。
■お申込後、3日以内に返信が無い場合は、お手数ですがお電話でお問合せください。
■ご記入いただいた個人情報は、本事業の運営管理に使用します。

2004 年北海道大学大学院修士課程
修了、2022 年北海道大学大学院博
士課程修了。2004 年より農業土木
コンサルタント勤務、2012 年北海
道立総合研究機構に入所。博士（工
学）、技術士（建設部門・都市及び
地方計画）。専門は、都市・地域計画、
復興計画。2011 年東日本大震災に
おける住宅再建支援活動や、2018

大阪市立大学大学院生活科学研究科
前期博士課程人間福祉学専攻修了。
専門学校や短期大学、大学の専任講
師を経て、2006 年大阪大谷大学教
育福祉学部教育福祉学科助教授、
2008 年北星学園大学社会福祉学部
福祉計画学科准教授、2013 年より
同学部同学科教授。2023 年より同
学部社会福祉学科教授。社会福祉法

※定員に達し次第締切

講師へ直接質
問 を し た り、
参加者同士で
の情報交換や
交流が可能で
す。30 分後に

講師が入れ替わ

ります。

第一線で活躍する講師陣から

みんなで交流しよう
まちづくりの最新情報とノウハウを学び、

年北海道胆振東部地震からの復興調査などを通じて、災害前か
らの「事前復興」の必要性を痛感。また、集落問題にも取り組み、
道内人口減少地域での「地域運営組織」形成を支援している。

人北海道共同募金会配分委員会委員長、NPO 法人全国移動サー
ビスネットワーク理事、札幌市社会福祉協議会地域福祉活動計
画策定委員会委員長などを務める。専門は社会福祉学。

※⑤に寄せられた意見を参考に交流会の企画を進めますので、ぜひご記載をお願いします。

お申込・お問合せ先：（株）石塚計画デザイン事務所　（担当：蔵田・小林）
電話 011-251-7573 （平日9:30～18:00、12/28～1/5を除く） facebookページもご覧ください。

「北の住まいるタウン」

主催：北海道 建設部 建設政策局 建設政策課　（電話011-231-4111　内線29-671 担当：上山） 

14:00
14:05
14:25
14:45
14:50
15:20
15:50
16:00

オリエンテーション（5分）
講演１（20分）
講演２（20分）
（休憩　5分）
交流・相談タイム前半　（30分）
交流・相談タイム後半　（30分）
全体でふりかえり
終了

内　　　　容時　　間

まちづくり交流会

講師のご紹介

プログラム

申込締切 : 2024年 1月 19日（金）参加申込書方法 先着 20 人

koza＠community-design.jp

申込フォーム

申込Eメール

講 師 1

講 師 2

前半 30分 →  （休憩）  → 後半 30分

＋参加者

＋参加者 ＋参加者

＋参加者
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